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令和７年度開所　 に向け事業推進
富谷市民図書館等複合施設　基本設計事業者が決定

　
令
和
７
年
度
の
開
所
に
向
け
て
、
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
富
谷
市
民
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
基
本
設
計
業
務
委
託
は
、

「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
＋
は
り
ゅ
う
ウ
ッ
ド
ス
タ
ジ
オ
設
計
共
同
体
」
を
選
定

し
、
委
託
先
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
定
方
法
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
、
審
査
は
１
次

審
査
お
よ
び
２
次
審
査
の
二
段
階
方
式
で
行
い
ま
し
た
。
１
次
審
査
で

は
27
者
の
参
加
が
あ
り
、
５
者
に
絞
り
ま
し
た
。
２
次
審
査
は
、
本
年

８
月
28
日
に
、
５
者
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
審
査
委
員
の
評
価
に
お
い
て
１
位
の
占
有
率
が
最
も
高

か
っ
た
提
案
者
を
、
契
約
候
補
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　本プロポーザルは、限られた敷地と事業費の中で、３つの機能を持つ施設を整備すると
ともに、隣接する成田公民館との連携や※ＺＥＢへの対応、成田地域における景観との調
和など、複数の条件がある中、多くの事業者から意欲的な提案が寄せられました。１次審
査では多くの優れた提案の中から、評価点合計の高い５者を選定しました。
　２次審査でプレゼンテーションを行った５者については、いずれも施設の配置、空間及
び機能の構成などについてよく考えられていると評価されました。
　特に、候補者に選定された「ＮＡＳＣＡ＋はりゅうウッドスタジオ設計共同体」につい
ては、「とみやコネクトリング」を中心とした優れた動線や建築構造に加え、専門的な知
見に基づく優れた屋内遊戯施設の提案、「とみやの縁側」というコンセプトの魅力、プレ
ゼンテーションでの柔軟な受け答えや東北の積雪地を拠点とする設計者が参画しているこ
となどが高く評価されました。成田公民館とを繋ぐスロープについては、実際の運用や成
田公民館との具体的な連携などについてはまだ検討が必要との指摘がありましたが、その
点も含め、今後市の意向を十分に汲み取りながら、設計を進める中で再検討が可能だと判
断され、候補者として選定いたしました。

基本設計事業者決定における審査講評

「とみやの環」のイメージ図

※実際の設計は、事業者による　　　　 提案内容がそのまま設計案に
　なるものではありません。

※ＺＥＢとは…�Ｎｅｔ�Ｚｅｒｏ�Ｅｎｅｒｇｙ�Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略称で、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次
エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。
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令和７年度開所　 に向け事業推進
富谷市民図書館等複合施設　基本設計事業者が決定

「NASCA＋はりゅうウッドスタジオ設計共同体」の技術提案説明書から抜粋

施設概要
◎総延床面積　 2,900㎡
　＊富谷市民図書館
 延床面積　1,780㎡
　＊スイーツステーション
 延床面積　 240㎡
　＊児童屋内遊戯施設
 延床面積　 880㎡
◎開 所 予 定　令和７年度

※実際の設計は、事業者による　　　　 提案内容がそのまま設計案に
　なるものではありません。

富谷町の時代から富谷市では、図書館は公民館と言う市民活動の
場に寄り添っていました。2016年、町から市になって間もなく
行われた「次世代型図書館づくりの市民参加ワークショップ」以
来、市民の皆さんは計画からシームレスな図書館づくりを進めて
きました。同時に「スイーツステーション」「児童屋内遊戯場」
も単独での整備計画が進められてきましたが、今回その輪を広げ
融合させようという計画に賛同し、新しい複合公共空間モデルを
提案したいと思います。本計画は、右図のような異なる性格を
持った空間が融合することでさまざまな活動が染み出してくるパ
レットとなる場です。ここでは、ひと・もの・ことが出会い、触
発することで相乗効果が生まれ、富谷の歴史や地域資源（リソー
ス）を紡ぎ、共有（シェア）します。魅力的な「ひと」を育て、
活力ある「こと」が興り、持続ある「まち」が創られる、そんな
未来を育む知的創造の文化装置「とみやの環」を提案します。

複合施設としてのシナジー効果による利用価値、共有化

知的創造の文化装置「とみやの環」が歴史を紡ぎ、未来を育む
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令
和
４
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
種
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
事
業
会
計

の
認
定
、
令
和
４
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
人
事
案
件

な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
15
人
の
議
員
か
ら
市
政
を
問
う
29
件
の
質
問
が
な
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令和３年度 決算
新たな観光拠点で活気あるまちづくり

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業および対策事業
　　　…………… 3億8,523万円
市民へのワクチン接種を円滑に実施しました。
令和４年度は、オミクロン株対応のワクチン
接種を進めています。

地域振興商品券交付事業
　　　…………… 1億7,065万円
市内登録店舗で利用できる商品券3,000円分
を全市民に交付。併せて、ひとり親世帯地域
商品券交付事業、生活困窮者支援地域商品券
交付事業も実施しました。

富谷宿観光交流ステーション運営事業
　　　………………………………………2,709万円
令和３年５月15日オープンから、約５カ月の10月16日に年間目標来
場者数10万人を達成。本年６月25日には来場者20万人になりました。

みほん
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● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○  高齢者・障がい者交通対策事業
　「とみぱす」　  1,940万円

○  一般廃棄物収集運搬処理事業
　  2億5,856万円

○  新型コロナウイルス感染症拡大防止協
力金支給事業　  2億5,213万円

○  子ども医療費助成事業
　  2億7,323万円

○  学校給食センター運営・維持管理事業
  5億4,944万円

○  黒川地域行政事務組合（消防）負担金事務
  6億1,957万円

側溝整備事業
　　　…………… 1億7,679万円
太子堂、富ケ丘、鷹乃杜、とちの木他の有蓋
化工事を実施しました。令和４年度は緊急自
然災害防止対策事業債を活用し、計画的な有
蓋化工事を推進しています。

認可保育所運営事業
　　　………… 11億2,326万円
令和３年度も待機児童ゼロとなり、３年連続
ゼロを達成しました。安全・安心な保育所運
営に努め、また臨時特例補助金を活用し、保
育士の就労環境の充実を図りました。

（ 仮称）やすらぎパークとみや整備
事業 …………… 1億2,440万円
実施設計業務および民有地の買収手続きが完
了し、整備工事に着手しました。供用開始は、
市営墓地は令和５年度、パークゴルフ場は令
和６年度を目指しています。

住民検診事業
　　　…………… 1億5,865万円
受診率の向上を図るため、休日・夜間検診等
を実施しました。また胃がん検診における再
勧奨と、歯と歯肉の検診対象者への受診券送
付を行い受診率が概ね向上しました。
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令和３年度　各種会計決算の状況
種　　別 歳　　入 歳　　出 収支差引

一 般 会 計 192億6,854万円 179億1,413万円 13億5,441万円

特 別 会 計

市 営 墓 地 5,450万円 5,450万円 0万円
国民健康保険 40億3,402万円 39億7,543万円 5,859万円
介 護 保 険 30億2,655万円 28億8,730万円 1億3,925万円
後期高齢者医療 4億1,212万円 4億338万円 874万円

下水道事業
収 益 的 収 支 11億2,857万円 10億3,557万円 9,300万円
資 本 的 収 支 2億5,218万円 4億2,032万円 △ 1億6,814万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 11億6,337万円 10億1,965万円 1億4,372万円
資 本 的 収 支 3,250万円 2億4,250万円 △ 2億1,000万円

179億1,413万円

一般会計

一般会計歳出

前年度比13.6％減市の独自支援で市民  の暮らしを守る
議会費　 1億6,491万円
労働費　　 04,879万円
災害復旧費 01,036万円　などの経費

児童・高齢者・障害者福祉、
医療費など福祉全般の経費

市が借りたお金やその利子を返還するための経費

防犯、交通安全、市民バスの運行などの経費

道路の管理や改良、
市営住宅、公園管
理などの経費

小中学校・幼稚園の管理、
生涯学習やスポーツ事業
などの経費

農林振興および中小企業融資
などの経費

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかった経費

富谷消防署、消防団などの経費

総務費
22億7,708万円

（12%）

その他 2億2,406万円（１%）

農林水産業費・商工費
8億4,519万円（５%）

教育費
21億8,235万円

（12%）

衛生費
15億9,163万円

（9%）

土木費
17億8,007万円

（10%）

民生費
78億4,819万円

（44%）

公債費 4億9,701万円（３%）

消防費
6億6,855万円

（4%）

歳出
179億
1,413万円

※�令和３年度富谷市各種会計決算書に
記載の金額を掲載しています。
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　令和３年度の一般会計の決算は、歳入が192億
6,854万円、歳出が179億1,413万円、前年度比で
歳入12.2％、歳出13.6％減となりました。これは

２年度において、新型コロナウイルス経済対策事業として、全世帯を対象とした特別定額給付金給付
事業が終了したことによるものです。その結果、歳入歳出差引額は13億5,441万円となり、この額
から令和４年度へ繰り越した事業に必要な財源２億9,938万円を除いた実質収支は、10億5,503万
円の黒字となりました。
　財政面において、予算編成過程の見直しや、新たな財源確保を主軸とした改革を継続して進め、着
実に成果を上げています。３年連続で臨時財政対策債の発行を抑制し、歳入においても市債依存度を
抑えるため、一般会計や市債残高について４年連続で減少しています。また、基金残高についても４
年連続で最高水準を更新しており、５年連続でプライマリーバランスの黒字を達成しています。

一般会計

市の独自支援で市民  の暮らしを守る
長期化する新型コロナ対応

令和３
年度

決算認定

歳 入 歳 出 の あ ら ま し

国や銀行から借りたお金

皆さんが市に納めた税金
（市民税、固定資産税、
　軽自動車税など）

令和２年度から
令和３年度へ繰
り越したお金

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されたお金

給食費、
雑入など

国や県が使いみちを
決めて交付するお金

市　税
62億5,313万円
（32%）

繰越金
12億1,702万円（６%）

国・県支出金
62億1,952万円
（32%）

地方交付税
23億2,609万円
（12%）

市債
3億6,560万円（２%）譲与税・交付金

15億6,803万円（８%）

諸収入
5億452万円（３%）

使用料・手数料
1億318万円（１%）

その他
7億1,145万円（４%）

歳入
192億
6,854万円

自主財源
46%

依存財源
54%
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令和３年度 決算審査および監査意見
こんな質疑がありました

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
令
和
２
年
度
に
比
べ
て

令
和
３
年
度
は
寄
附
件
数
が
、

３
７
４
７
件
の
増
、
寄
付
金

額
も
約
９
１
０
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要

因
は
。

　
　
最
大
の
要
因
は
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
４
つ
追
加
し
た

こ
と
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

水
素
実
証
事
業

　
　
５
年
間
事
業
が
行
わ
れ
、

令
和
３
年
度
が
最
終
年
度
で

す
が
、
評
価
は
。

　
　
今
後
の
水
素
の
全
国
的

な
視
点
で
の
活
用
の
道
筋
、

可
能
性
が
広
が
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
　
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
戦
略
と
の
関
係
性
お
よ

び
展
開
は
。

　
　
13
項
目
の
取
り
組
み
に

水
素
の
取
組
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
先
進
的
な
事
例
な
ど

問答問答問答

取
り
入
れ
な
が
ら
、
富
谷
市

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向

け
た
実
践
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通

　
　
本
事
業
約
１
１
３
９
万

円
に
お
け
る
、
１
人
あ
た
り

に
要
す
る
経
費
は
。

　
　
片
道
１
回
乗
車
に
つ
き

約
７
５
０
０
円
で
す
。
利
用

登
録
者
１
人
あ
た
り
の
年
間

経
費
は
約
13
万
６
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

　
　
経
費
削
減
が
重
要
で
す
。

対
策
は
。

問答問

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
市

債
に
お
い
て
は
臨
時
財
政
対

策
債
を
借
入
れ
す
る
こ
と
な

く
、
将
来
の
公
債
費
負
担
を

軽
減
す
る
な
ど
財
政
運
営
の

健
全
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
単
年
度
収
支
お
よ
び
実
質

単
年
度
収
支
も
前
年
度
に
引

き
続
き
黒
字
と
な
っ
た
。
経

常
収
支
比
率
も
89
．０
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
．７
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
、
実
質
公

債
費
比
率
も
２
．３
％
減
と

な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

効
率
的
で
公
正
な
財
政
運
営

を
行
い
、
健
全
財
政
の
継
続

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
国
庫
支
出
金
を
除
い
た
収

入
未
済
額
は
約
２
億
１
１
５

　
　
利
便
性
の
向
上
や
運
行

時
刻
の
変
更
等
に
よ
り
、
利

用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

入
札
契
約
事
務

　
　
令
和
２
年
度
と
令
和
３

年
度
で
、
一
般
競
争
入
札
が

１
１
８
件
か
ら
１
９
６
件
、

指
名
競
争
入
札
が
１
５
４
件

か
ら
20
件
と
、
指
名
競
争
か

ら
一
般
競
争
に
シ
フ
ト
し
て

い
ま
す
が
要
因
は
。

　
　
基
本
に
立
ち
返
り
、
指

名
か
ら
、
一
般
競
争
で
価
格

の
競
争
を
行
っ
た
結
果
で
す
。

答問答

５
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
約
４
４
０
２
万
円
減

少
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
３

年
４
月
に
富
谷
市
債
権
管
理

条
例
が
施
行
さ
れ
、
税
務
課

内
に
収
納
対
策
室
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
全
庁
的
に
債
権

管
理
に
対
す
る
意
識
も
高
ま

り
、
部
署
間
の
連
携
も
強
化

さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
22
の
独

自
支
援
策
や
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
事
業
が
円
滑
に
推
進

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
施
策
が
適

時
迅
速
に
対
応
さ
れ
た
こ
と

は
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
富
谷
市
代
表
監
査
委
員　

眞
山 

巳
千
子

総
務・財
政

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企

業
会
計
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
、

そ
れ
以
外
の
会
計
は
全
会
一
致
で
賛
成
と
な
り
、
原
案
の

と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
定
し
、
定
例
会
最
終
日
の
本

会
議
に
お
い
て
可
決
認
定
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の意 

見

富谷市ふるさと納税寄附受入額実績の推移
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と
み
ぷ
ら

（
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
）

　
　
富
谷
塾
の
活
動
の
成
果

を
ど
の
よ
う
に
今
後
に
つ
な

げ
て
行
く
の
で
す
か
。

　
　
一
人
一
人
と
面
談
し
、

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

起
業
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
定
着

　
　
令
和
６
年
度
ま
で
に
利

用
企
業
数
６
、
移
住
者
数
10

人
等
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
へ
の
取
組
は
。

　
　
引
き
続
き
お
た
め
し
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
働
き
か
け
、

連
携
し
進
め
ま
す
。

地
域
振
興
商
品
券

　
　
効
果
の
分
析
は
。

　
　
約
１
億
５
５
０
０
万
円

の
実
績
で
一
定
の
生
活
・
経

済
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

問答問答問答

障
害
者
福
祉

　
　
重
度
訪
問
介
護
利
用
者

の
大
学
就
学
支
援
の
実
績
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

決
算
額
は
23
万
５
９
０
０
円

と
予
算
を
下
回
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
対
面
授
業

が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、

増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
就
労
支
援
事
業
所
の
設

置
目
標
達
成
へ
の
課
題
は
。

　
　
現
在
、
５
事
業
所
が
開

所
し
て
い
ま
す
。
開
所
予
定

問答問答

側
溝
整
備

　
　
整
備
が
完
了
し
た
地
区

の
予
算
を
、
他
の
地
区
に
活

用
し
て
は
。

　
　
他
の
地
区
へ
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

地
域
商
社

　
　
地
域
商
社
に
お
け
る
、

商
品
開
発
の
進
捗
は
。

　
　
商
品
開
発
は
地
域
商
社

と
し
て
重
要
で
す
。
現
在
さ

ま
ざ
ま
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

等
、
事
業
者
と
商
談
中
で
す
。

新
た
な
商
品
開
発
に
つ
な
げ

て
行
き
ま
す
。

問答問答

事
業
者
の
相
談
に
応
じ
る
際

に
、
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

認
可
保
育
所

　
　
保
育
料
滞
納
分
７
５
９

万
円
の
不
納
欠
損
が
あ
り
ま

し
た
が
、
対
応
の
見
直
し
は
。

　
　
督
促
状
等
の
定
期
的
な

発
送
や
個
別
の
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

産
後
ケ
ア

　
　
産
後
ケ
ア
の
手
続
き
に

時
間
が
か
か
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
が
。

問答問

　
　
聞
き
取
り
時
に
審
査
・

決
定
を
同
時
に
行
う
な
ど
、

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
重
篤
な
副
作
用
に
よ
る

救
済
認
定
の
対
応
は
。

　
　
対
応
案
件
は
２
件
で
、

国
に
書
類
を
回
送
し
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
検

証
は
。

　
　
各
学
校
で
活
用
に
差
が

あ
り
ま
す
。
情
報
化
推
進

リ
ー
ダ
ー
会
で
改
善
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
整
備

　
　
都
市
構
造
再
編
集
中
支

援
事
業
の
補
助
金
活
用
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
継
続
す
べ
き
で
は
。

　
　
募
集
を
継
続
し
ま
す
。

答問答問答問答

農
業
振
興

　
　
「
生
産
の
目
安
」
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
農
家

に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
は
。

　
　
米
で
得
る
収
入
が
減
少

す
る
た
め
、
転
換
作
物
の
手

だ
て
が
必
要
で
す
。
新
年
度

に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

企
業
誘
致

　
　
新
た
な
立
地
奨
励
金
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
効
果
は
。

　
　
高
屋
敷
に
も
誘
致
が
決

定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
奨

励
金
等
の
効
果
と
思
い
ま
す
。

問答問答

産
業・建
設

教
育・福
祉
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　長期化するコロナ禍への対応策とした本市独自の経済的支援では、全市民を対象とした地域振興商品券
交付事業の実施や、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業の支給対象を独自に拡大したほか、米価下落
の影響を受けた生産者を支援するための農業継続支援事業に、県内で最も早く取り組むなど、全22事業
を実施しました。

（単位：円）
No. 事業名 事業費

1 地域振興商品券交付事業（全市民対象）
※No.２、No.３の商品券印刷代以外の経費含む 170,645,050

2 ひとり親世帯地域振興商品券交付事業（商品券印刷代） 34,749
3 生活困窮者支援地域振興商品券交付事業（商品券印刷代） 24,651
4 市内医療機関等従事者感謝・応援事業 4,599,117
5 事業継続支援事業 83,800,000
6 テイクアウト等利用促進事業 8,466,500
7 とみやブルーベリーふるさと便事業 803,200
8 市税等口座振替申込ペーパーレス対応システム構築事業 6,987,640

9 町内会館整備事業
（感染対策用消耗品購入） 816,129

10 子育て支援センター運営・維持管理事業
（サーマルカメラ及び空気清浄機設置） 526,570

11 富谷市まちづくり産業交流プラザ運営・維持管理事業
（サーマルカメラ及び飛沫防止パネル設置　他） 735,583

12 富谷宿観光交流ステーション運営事業
（サーマルカメラ及び飛沫防止パネル設置　他） 2,444,022

13 人権教育・相談等事業 376,530
14 新規店舗開業支援事業 2,800,000
15 宮城県認証店舗支援事業 1,400,000
16 時短要請等関連事業者支援事業 3,600,000
17 農業継続支援事業 26,745,000
18 原油価格高騰緊急対策事業 6,813,126
19 子育て世帯への臨時特別給付金給付事業（独自支援分） 114,571,997
20 不登校特例校整備事業 398,200

21 感染症予防事業
（新型コロナウイルスに係る食料品等生活物資緊急支援事業） 1,941,198

22 感染症予防事業
（新型コロナウイルスに係る店舗等消毒事業補助金） 289,000

全22事業　計① 438,818,262

財源内訳

地方創生臨時交付金（単独事業充当分）② 279,664,571
県費　新型コロナウイルス感染症対応事業者支援補助金③
【No.５の事業に充当】 31,200,000

県費　新型コロナウイルス感染症対応事業者支援補助金④
【No.14の事業に充当】 2,800,000

県費　新型コロナウイルス感染症対応事業者支援補助金⑤
【No.17の事業に充当】 12,000,000

県費　低所得者世帯向け灯油購入助成事業費補助金⑥
【No.18の事業に充当】 2,000,000

差引　一般財源　⑦�＝�①－（②＋③＋④＋⑤＋⑥） 111,153,691

地方創生臨時交付金（国庫補助事業補助裏充当分）⑧ 19,283,429

臨時交付金総額（②＋⑧） 298,948,000

令和３年度新型コロナウイルス感染症対策独自支援策
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市
税
は
固
定
資
産
税
の
見

直
し
な
ど
の
影
響
で
前
年
度

減
で
し
た
が
、
過
去
最
高
の

約
10
億
５
５
０
４
万
円
の
黒

　
富
谷
市
で
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
の
う
ち
、
所
得
が

２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
は

77
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
経
済
的
支
援
で
は
、
市
独

自
に
拡
大
し
た
事
業
を
含
め
、

全
22
事
業
を
実
施
。
ワ
ク
チ

　
令
和
３
年
度
の
保
険
給
付

費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

受
診
控
え
か
ら
の
回
復
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
比
10
．５

字
。
基
金
残
高
は
、
４
年
連

続
の
最
高
水
準
更
新
の
約
75

億
９
６
６
８
万
円
。
自
由
に

使
い
や
す
い
財
政
調
整
基
金

も
最
高
水
準
を
更
新
し
、
49

億
５
０
０
０
万
円
。
逆
に
市

債
残
高
は
平
成
27
年
以
降
過

去
最
低
。

　
財
政
分
析
指
標
を
見
る
ま

で
も
な
く
、
県
内
で
も
屈
指

の
超
健
全
財
政
で
す
。

　
新
た
な
施
策
も
様
々
実
現

し
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
財

政
状
況
で
あ
れ
ば
、
実
現
が

可
能
な
こ
と
は
多
い
と
考
え

反
対
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

は
均
等
割
で
年
齢
や
所
得
に

関
係
な
く
一
律
に
賦
課
さ
れ

る
た
め
、
子
ど
も
の
数
が
多

い
、
子
育
て
世
帯
に
は
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
、
国
保
財

政
調
整
基
金
残
高
は
約
12
億

１
６
２
０
万
円
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
、
基
金
を
活
用

し
た
早
期
の
均
等
割
の
実
現

が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
、
さ

ら
な
る
国
保
加
入
者
の
負
担

軽
減
を
求
め
反
対
し
ま
す
。

ン
接
種
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
迅
速
に
進
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
施
策
を
適
時
迅
速
に

対
応
さ
れ
た
事
は
、
市
民
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
財
政
面
で
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
を
３
年
連
続

新
規
借
入
ゼ
ロ
と
し
、
５
年

連
続
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
達
成
、
基
金
残

高
も
４
年
連
続
最
高
水
準
を

更
新
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
声
に

誠
実
に
、
現
状
の
課
題
と
中

長
期
的
な
未
来
を
見
据
え
た

市
政
運
営
を
求
め
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比
１
．９
ポ
イ
ン
ト
増

の
89
．８
％
と
県
内
で
も
高

い
収
納
率
を
維
持
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
「
黒
川
圏
域
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民

の
さ
ら
な
る
健
康
の
保
持
増

進
に
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
期
待
し
て
賛
成
し
ま
す
。

基金を活用し
早期の均等割が必要

さらなる住民福祉の
向上を

反対

反対

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員

市民の健康増進に向け
適切な運用

適時迅速な
コロナ対応を評価

賛成

賛成

佐藤　浩崇 議員

菊池　美穂 議員

国民健康保険
特別会計

一 般 会 計討論

討論
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一
年 度４和令

補般 正会 予計 算
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
は
。

　
　
８
月
31
日
時
点
で
は
、

２
回
目
完
了
が
91
．４
％
、

３
回
目
完
了
が
72
．６
％
、

４
回
目
完
了
が
24
．４
％
、

小
児
の
２
回
目
完
了
が
31
．

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
デ
ル
タ
株
や
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

予
算
計
上
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

ど
ち
ら
に
も
効
果
が
あ
る
の

で
す
か
。

　
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
も
従

来
株
に
も
対
応
し
た
２
価
ワ

問答問答

ク
チ
ン
で
す
。

　
　
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
間
隔
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　
現
在
は
５
カ
月
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
が
年
末
ま

で
の
接
種
完
了
を
目
標
と
し

て
い
る
こ
と
や
、
海
外
で
は

さ
ら
に
短
い
間
隔
で
接
種
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
厚
労
省
に
お
い
て

接
種
間
隔
の
短
縮
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
中
に
は

短
縮
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

　
　
集
団
接
種
の
会
場
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問答問

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
に

て
、
11
月
２
日
か
ら
接
種
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
毎

週
金
土
日
・
祝
日
を
設
定
す

る
予
定
で
す
。

　
　
１
日
あ
た
り
の
接
種
可

能
人
数
は
。

　
　
最
大
５
０
０
人
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
予
約
の
要
否
は
。

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や�

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
予
約
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
末
に
か
け
て
接
種
を

希
望
す
る
人
が
急
激
に
増
え

た
場
合
、
金
土
日
・
祝
日
だ

け
で
対
応
で
き
ま
す
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
に
よ

り
ま
す
が
、
接
種
日
数
の
増

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
以
前
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
集
団
接
種
会
場
に
し

た
際
は
、
臨
時
バ
ス
を
運
行

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
は

非
常
に
ア
ク
セ
ス
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
市
と
し
て

送
迎
バ
ス
の
運
行
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
個
別
接
種
も

併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

集
団
接
種
会
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
不
便
な
方
は
、
そ
ち
ら

を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

答問答問答問答問答

原
油
価
格
物
価
高
騰

対
応
・
事
業
者
支
援

　
　
対
象
者
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
市
、
県
、
国

か
ら
支
援
金
の
給
付
を
受
け

た
事
業
者
が
対
象
で
す
。

　
　
申
請
開
始
の
時
期
は
。

　
　
９
月
中
・
下
旬
か
ら
申

請
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

原
油
価
格
物
価
高
騰

対
応
・
農
業
経
営
者

及
び
米
価
下
落
支
援

　
　
支
給
対
象
に
飯
米
農
家

も
含
ま
れ
ま
す
か
。

　
　
米
の
出
荷
、
販
売
を
し

て
い
る
生
産
者
が
対
象
で
す
。

　
　
作
付
転
換
等
が
行
わ
れ

て
い
る
中
、
農
家
の
現
状
は
。

　
　
今
年
度
、
減
反
部
分
で

の
作
付
転
換
支
援
を
拡
充
し
、

今
後
、
現
地
調
査
等
を
行
い
、

数
値
的
結
果
を
分
析
し
ま
す
。

　
　
抜
本
的
な
課
題
に
つ
い

て
農
家
が
頑
張
れ
る
効
果
的

な
施
策
は
。

　
　
昨
年
の
米
価
下
落
助
成

支
援
と
併
せ
て
、
今
後
の
糧

と
し
て
い
た
だ
き
、
農
家
継

続
を
全
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

問答問答問答問答問答

乳
児
見
守
り

お
む
つ
等
お
届
け
便

　
　
対
象
者
の
想
定
人
数
は
。

　
　
令
和
４
年
度
は
２
１
０

人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
申
請
が
必
要
で
す
か
。

　
　
対
象
者
に
通
知
を
お
送

り
し
ま
す
が
、
申
請
制
で
す
。

　
　
配
達
員
の
、
声
掛
け
、

見
守
り
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
成
す
る
の
で
す
か
。

　
　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
、

見
守
り
が
平
準
化
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

と
み
や
ど

　
　
テ
ナ
ン
ト
料
減
免
の
設

定
根
拠
、
対
象
年
度
は
。

　
　
と
み
や
ど
マ
ル
シ
ェ
広

場
屋
根
設
置
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
、
年
間
を
通
し
て

令
和
３
年
度
は
10
割
減
免
、

４
年
度
は
５
割
減
免
で
す
。

　
　
な
ぜ
工
事
期
間
だ
け
で

な
く
年
間
と
し
た
の
で
す
か
。

　
　
通
常
営
業
で
の
収
益
を

考
慮
し
設
定
し
ま
し
た
。

問答問答問答問答問答
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第３回定例会（９/１〜９/16）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

佐
藤　
浩
崇

菊
池　
美
穂

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

畑
山　
和
晴

金
子　
　
透

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

安
住　
稔
幸

渡
邊　
俊
一

浅
野　
直
子

青
柳　
信
義

提
案
者

第

３

回

定

例

会

富谷市職員の育児休業等に関する条例
の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

市

長

提

案

富谷市国民健康保険税条例の一部改正
について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市分担金徴収条例の一部改正につ
いて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度富谷市一般会計補正予算
（第５号） 16 0 原案可決 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度富谷市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度富谷市介護保険特別会計補
正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度富谷市下水道事業会計補正
予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

和解について 16 0 原案可決 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

和解について 16 0 原案可決 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

和解及び損害賠償額の決定について 16 0 原案可決 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

和解及び損害賠償額の決定について 16 0 原案可決 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

和解及び損害賠償額の決定について 16 0 原案可決 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度富谷市一般会計補正予算
（第６号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度富谷市一般会計補正予算
（第４号））

16 0 原案承認 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市一般会計歳入歳出決
算の認定について 14 3 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市市営墓地特別会計歳
入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市下水道事業会計利益
処分及び決算の認定について 16 1 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

令和３年度富谷市水道事業会計利益処
分及び決算の認定について 16 1 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

生産資材価格高騰対策等に関する緊急
要請を求める意見書 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
員
提
案

○賛成　　×反対　
※議長（青柳信義）は採決に加わりません。

13 とみや議会だより 第25号
2022年（令和４年）11月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



菅原 福治 議員 出川 博一 議員

長谷川 る美 議員

浅野 武志 議員

藤原　峻 議員

渡邊 清美 議員

髙橋 正俊 議員

若生 英俊 議員

安住 稔幸 議員

畑山 和晴 議員

塩田 智明 議員

金子　透 議員

村上　治 議員

渡邊 俊一 議員

浅野 直子 議員

15P 17P

18P

18P

19P

19P

20P

20P

21P

21P

22P

15P

16P

16P

17P

◦生活道路の安全対策を講じて、
住みやすい生活環境を
◦フレイル予防策の徹底強化を

◦公募型プロポーザルについて
◦図書館整備管理運営はいかに
◦東向陽台小児童クラブの建替えは

◦子どもたちへの防犯体制と交通
安全対策の充実強化について
◦富ケ丘公民館の維持管理について

◦歩道の整備について

◦奨学金の改善が必要では
◦経済的支援策が必要では
◦TOMI＋の修繕が必要では

◦後期高齢者の医療費窓口負担割
合２倍について
◦個人情報の取り扱いについて
◦総合病院誘致についての本市の
考えは

◦病院誘致でどう変わる　明石台
地区
◦避難所にならない三ノ関会館

◦複合施設整備の見直しと子育て
支援策の充実について問う
◦病院誘致について問う

◦富谷市民図書館等複合施設整備
等について

◦ｅスポーツの普及を
◦富谷市総合運動公園グラウンド
の整備を

◦通学路の安全どう守る

◦地下鉄延伸の調査研究はさまざ
まな観点で

◦空き家対策について問う
◦放課後児童クラブ運営委託につ
いて問う

◦学校給食の無償化を求める

◦市道あけの平北入り口湧水対策
を急ぐべきでは
◦帯状疱疹のワクチン接種にかか
る費用負担軽減について
◦スポーツ庁が進める部活動改革
について

　第３回定例会では15人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を15ページか
ら22ページまで発言順に掲載しています。
　文章については、議員自ら作成していますので、
原則として原文のまま掲載しています。
　なお、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問市政を
問う

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。
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答 問
不
備
な
箇
所
は
確
認
し
迅
速
に
補
修

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
ひ
び
割
れ
補
修
を

答 問
宮
城
県
、
仙
台
市
と
連
携
し
て
進
め
ま
す

地
下
鉄
延
伸
の
調
査
研
究
を
問
う

　
３
月
に
「
令
和
３
年
度
富

谷
市
官
民
連
携
に
よ
る
新
た

な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
手
法
検
討
調
査
の
概
要
に

つ
い
て
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
鉄
延
伸
に
つ
い
て
の
調

査
で
、
現
状
の
分
析
、
延
伸

す
る
事
の
目
的
や
必
要
性
、

採
算
性
等
、
多
岐
に
わ
た
り

調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
調

査
で
今
後
、
予
想
さ
れ
る
明

石
台
地
区
の
状
況
は
反
映
さ

れ
ま
し
た
か
。
宮
城
県
が
主

導
す
る
仙
台
医
療
圏
４
病
院

の
再
編
構
想
で
、
東
北
労
災

病
院
と
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
を
合
築
す
る
病
院
の
建

設
候
補
地
と
し
て
明
石
台
地

　
道
路
環
境
は
、
人
口
や
車

の
増
加
に
追
い
着
い
て
い
な

い
の
で
は
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
幹
線
お
よ
び
生
活
道
路

の
現
状
認
識
と
、
不
備
な
箇

所
に
つ
い
て
は
、
遅
れ
る
こ

と
な
く
迅
速
な
整
備
を
。

　
　
大
型
車
の
増
加
、
舗
装

耐
用
年
数
の
超
過
に
伴
う
劣

化
が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

ま
た
、
ひ
び
割
れ
の
状
況
を

確
認
し
、
迅
速
に
補
修
の
対

応
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
街
路
樹
の
根
に
よ
っ
て

歩
道
が
ボ
コ
ボ
コ
に
な
り
、

高
齢
者
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
通

る
に
は
危
険
で
す
。
２
～
３

年
に
１
回
程
度
の
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
に
つ
い
て
は
。

問答問

区
を
提
案
し
て
お
り
、
合
築

が
決
定
す
れ
ば
、
病
院
従
事

者
や
通
院
す
る
方
々
の
た
め

に
も
地
下
鉄
延
伸
の
必
要
性

は
確
実
に
増
し
、
双
方
向
の

利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
採

算
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
向

上
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
本
調
査
に
病
院
移
転
後

の
姿
は
反
映
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
　
昨
年
度
の
調
査
時
で
は
、

病
院
の
立
地
場
所
が
明
ら
か

で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
需

要
予
測
や
採
算
性
の
検
討
に

病
院
移
転
後
の
姿
は
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
の

検
討
で
は
、
地
域
の
拠
点
と

な
る
総
合
的
な
病
院
の
移
転

も
考
慮
し
調
査
を

進
め
ま
す
。

　
　
本
調
査
を
踏

ま
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
し
ま

す
か
。

　
　
地
下
鉄
整
備

の
事
業
化
に
向
け

問答

問答

　
　
根
上
が
り
に
つ
い
て
は
、

課
題
と
捉
え
て
お
り
、
議
員

の
提
案
を
含
め
て
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
道
路
の
破
損
等
、
市
民

が
手
軽
に
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
、
今
後
の
道

答問

て
、
今
年
度
も
建
設
計
画
や

採
算
性
に
つ
い
て
信
頼
度
を

高
め
、
事
業
化
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
な
ど
調
査

を
継
続
し
て
お
り
、
宮
城
県

や
仙
台
市
か
ら
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
熟
度

の
高
い
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　
　
移
転
す
る
病
院
の
従
事

者
や
、
通
院
の
方
々
の
多
数

は
仙
台
市
か
ら
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
調
査
に
は
宮
城
県
、

仙
台
市
の
参
加
を
お
願
い
す

べ
き
で
は
。

　
　
富
谷
市
に
地
域
の
拠
点

と
な
る
総
合
的
な
病
院
の
移

設
が
正
式
に
決
定
す
れ
ば
、

仙
台
市
と
の
新
た
な
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
、
泉
中
央
ま
で

の
交
通
利
便
性
の
確
保
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
宮
城
県
や

仙
台
市
と
連
携
し
て
調
査
を

進
め
ま
す
。

問答

路
維
持
財
源
の
考
え
方
は
。

　
　
通
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に

つ
い
て
は
、
内
容
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
財
源

は
、
公
適
債
含
め
て
財
政
課

と
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

答

　
　
人
生
100
年
時
代
、
健
康

寿
命
で
な
け
れ
ば
恩
恵
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
口
腔
ケ
ア

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
①

オ
ー
ラ
ル
予
防
策
の
徹
底
は

十
分
か
。
②
一
目
で
見
て
分

か
る
口
腔
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

動
画
の
作
成
を
。

③
歯
周
病
健
診
は
、

10
年
毎
か
ら
５
年

毎
に
短
縮
を
。
④

学
校
で
の
フ
ッ
化

物
洗
口
と
、
子
ど

も
食
堂
と
の
連
携

問

は
。

　
　
①
ゆ
と
り
す
と
・
サ
ロ

ン
等
、
効
果
的
な
対
策
を
実

施
。
②
日
本
歯
科
医
師
会
を

参
考
に
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
リ
ン
ク
し
、
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
周

知
し
ま
す
。
③
国
の
動
向
を

踏
ま
え
て
、
短
縮
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。
④
未
実
施
で

す
が
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
、
家
庭
へ
の

働
き
掛
け
を
強
化
し
ま
す
。

答

答 問
誤
嚥
性
肺
炎
や
認
知
症
に
も
効
果
的

「
噛
む
」「
飲
み
込
む
」予
防
の
口
腔
ケ
ア 菅原　福治 議員

金子　　透 議員

 ▲ 道路のひび割れ（成田）
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答 問
特
定
空
き
家
の
基
準
策
定
を
進
め
ま
す

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

答 問
段
階
的
に
無
償
化
に
取
り
組
み
ま
す

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
の
長
期
化
に
よ

り
物
価
高
騰
等
に
よ
る
子
育

て
環
境
が
著
し
く
大
変
な
状

況
で
あ
り
特
に
義
務
教
育
に

お
い
て
、
小
、
中
学
生
の
児

童
生
徒
を
抱
え
る
家
庭
に
お

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
出
費
が
か
さ
み
、
生
活
が

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　
富
谷
市
基
本
計
画
の
将
来

像
に
、
子
育
て
支
援
に
お
い

て
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支

援
の
一
層
の
充
実
強
化
が
求

　
富
谷
市
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
く
市
の
取
組
に
よ

り
市
内
の
空
き
家
は
、
こ
の

約
５
年
間
で
70
軒
に
半
減
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
富
ケ
丘
、

鷹
乃
杜
、
日
吉
台
の
各
地
区

で
も
、
長
期
間
管
理
不
全
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
生
活

環
境
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、

計
画
実
施
の
進
捗
状
況
等
を

分
析
し
、
適
切
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
空
き
家
発
生
予
防
の
啓

発
の
実
施
要
領
は
。

問

め
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
、
子

育
て
世
代
か
ら
、
好
ま
れ
る

環
境
を
創
出
す
る
た
め
、
安

心
感
に
包
ま
れ
る
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

と
う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
か
ら
の
事
務

連
絡
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
高
騰
す
る
食
材
費

の
増
額
分
の
負
担
を
支
援
し
、

保
護
者
負
担
を
増
や
す
こ
と

な
く
、
学
校
給
食
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
の
事
業
に
も
臨

時
交
付
金
の
活
用
が
可
能
で

あ
る
と
、
連
絡
さ
れ
て
お
り

ま
す
し
、
こ
の
際
、
あ
ら
ゆ

る
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て

世
帯
の
経
済
支
援
を
行
う
必

要
性
が
急
務
で
あ
る
事
か
ら
、

食
材
費
の
高
騰
分
だ
け
で
な

く
給
食
費
全
額
の
無
償
化
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
県
内
の
市
町
村
で
、
無

償
化
の
実
施
、
検
討
し
て
い

る
自
治
体
を
伺
い
ま
す
。

問

　
　
適
正
管
理
に
関
す
る
冊

子
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
速
や
か
に
特
定
空
き
家

の
認
定
を
す
べ
き
と
思
い
ま

答問

　
　
実
施
し
て
い
る
の
は
、

七
ヶ
宿
、
大
郷
、
大
衡
の
３

町
村
で
す
。
一
部
無
償
化
、

ま
た
は
検
討
中
の
自
治
体
は

７
市
町
で
す
。

　
　
無
償
化
を
行
っ
た
場
合

全
体
で
ど
の
く
ら
い
の
事
業

費
が
見
込
ま
れ
ま
す
か
。

　
　
昨
年
度
実
績
と
し
て
約

３
億
１
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

　
　
給
食
費
の
無
償
化
が
財

政
面
か
ら
、
一
度
に
行
わ
れ

る
の
が
厳
し
い
と
の
考
え
で

あ
れ
ば
、
段
階
的
に
給
食
の

助
成
を
行
い
、
最
終
的
に
全

額
無
償
化
に
取
り
組
む
考
え

が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
段
階
的
な
給
食
無
償
化

は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

支
援
と
し
て
非
常
に
効
果
の

高
い
提
案
と
考
え
、
一
部
無

償
化
の
実
施
も
含
め
た
検
討

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答問答問答

す
。
手
順
決
定
等
の
予
定
は
。

　
　
今
年
度
の
空
き
家
等
対

策
計
画
の
改
定
に
併
せ
て
、

特
定
空
き
家
の
判
定
基
準
、

認
定
基
準
を
決
め
ま
す
。

答

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
管

理
下
に
お
い
て
児
童
が
安
全

に
過
ご
し
、
保
護
者
が
安
心

し
て
就
業
等
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
市

は
業
務
受
託
者
に
任
せ
き
り

で
は
な
く
、
業
務
実
施
状
況

を
継
続
的
、
か
つ
、
的
確
に

把
握
し
、
指
示
を
行
う
な
ど

の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
児
童
の
安
全
が
担
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
、
最
低
で
も
毎

日
の
、
児
童
数
、
支
援
員
数

を
確
認
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

問

　
　
今
後
法
人
と
協
議
し
て

報
告
を
求
め
る
よ
う
な
形
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
出
席
簿
、
勤
務
表
、
指

導
日
誌
等
の
書
式
が
事
業
者

で
異
な
り
ま
す
。
市
が
確
認

等
す
る
た
め
統
一
し
て
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
把
握
で
き

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
中
に
は
、
工
夫
す

る
余
地
が
あ
る
書
式
も
多
く

あ
っ
た
の
で
、
今
後
、
事
業

者
と
協
議
し
改
善
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

答問答

答 問
日
々
の
利
用
者
数
等
把
握
す
る
よ
う
協
議

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
委
託
を
問
う

渡邊　俊一 議員

村上　　治 議員
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答 問
早
急
な
工
事
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す

あ
け
の
平
湧
水
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で
は

答 問
令
和
７
年
４
月
開
校
で
準
備
進
め
る

東
向
陽
台
小
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
替
え
は

　
明
石
台
東
地
区
の
開
発
に

伴
い
、
通
学
区
域
に
関
す
る

規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

今
年
度
販
売
さ
れ
た
第
２
期

は
明
石
台
小
学
校
区
、
第
１

期
・
第
３
期
・
第
４
期
は
東

向
陽
台
小
学
校
区
と
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
つ
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

中
で
東
向
陽
台
小
学
校
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
唯
一
、
賃
貸
借

プ
レ
ハ
ブ
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
新
設

を
求
め
る
声
が
出
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
６
月
第
２
回
定
例

会
で
の
私
の
一
般
質
問
に
対

問

　
市
道
あ
け
の
平
12

－

１
号

線
（
あ
け
の
平
北
入
り
口
）

の
現
状
は
、
雨
天
時
の
流
水

は
ひ
ど
く
噴
水
の
よ
う
な
現

象
で
あ
り
冠
水
し
片
側
通
行

に
な
り
、
注
意
喚
起
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
通
学
路
の

安
全
と
市
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

は
。

　
　
今
ま
で
の
調
査
内
容
と

早
急
な
工
事
は
。

　
　
令
和
２
年
に
地
下
の
湧

水
経
路
を
把
握
す
る
た
め
の

電
気
探
査
調
査
を
実
施
、
令

和
３
年
に
地
質
状
況
と
地
下

水
位
把
握
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
も
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
対
策
工
事
の
設
計

問答

し
、「
今
後
、
児
童
の
増
加

も
見
込
ま
れ
ま
す
し
、
な
る

べ
く
早
い
段
階
で
建
て
替
え

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
東
向
陽
台
小
学
校
児
童

ク
ラ
ブ
の
建
て
替
え
の
ス
ケ

答

業
務
を
進
め
て
お
り
、
早
急

な
工
事
の
実
施
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
未
整
備
の
側
溝
整
備
や

ハ
ー
ド
面
の
対
策
強
化
は
。

問

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
設
計
業
務
を
行
い
、

令
和
６
年
度
中
に
建
築
し
、

令
和
７
年
度
当
初
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

ま
す
。
定
員
は
周
辺
の
住
宅

増
加
を
見
込
み
、
現
在
の
１

８
０
人
を
超
え
る
も
の
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
特
に
、
排
水
に
支
障
が

発
生
し
て
い
る
箇
所
の
整
備
、

準
用
河
川
は
、
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
債
を
活
用
し
て
土
砂

の
撤
去
な
ど
実
施
し
て
い
ま

す
。

答

　
　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
実
施
に
よ
り
、
高
額
の
随

意
契
約
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
運
用
方
針
は
。

　
　
令
和
２
年
度
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
施
行
後
、
20
件
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
ま

ち
づ
く
り
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

の
運
営
等
各
事
業
で
そ
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ア

問答

　
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
り

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
費
用
負
担
の
軽
減
に

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
は
可
能
と
の
見
解
が
あ
り

ま
す
。
80
歳
ま
で
に
３
人
に

一
人
の
割
合
で
発
症
、
50
歳

以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予

防
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
任
意
接
種

で
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
の
で
健
康

面
の
支
援
を
行
う

べ
き
で
は
。

イ
デ
ア
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン

等
を
必
要
と
し
、
価
格
競
争

で
は
成
果
を
期
待
し
に
く
い

業
務
で
あ
っ
て
、
民
間
の
企

画
、
技
術
等
の
提
案
を
受
け

る
こ
と
が
結
果
と
し
て
本
市

に
と
っ
て
有
益
と
な
る
案
件

に
は
、
積
極
的
に
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
が
可
能
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
活
用
は
可
能
で
す
が
、

優
先
す
べ
き
事
業
に
交
付
金

を
活
用
し
ま
し
た
。

　
　
効
果
の
あ
る
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
、
１
回
約
２
万
円

程
度
か
か
り
、
２
回
の
接
種

が
必
要
で
す
。
自
己
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
。

　
　
国
の
方
向
性
や
他
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

自
己
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答

答 問
民
間
の
企
画
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
随
意
契
約

答 問
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
検
討
し
ま
す

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
一
部
助
成
を

出川　博一 議員

　▲ 東向陽台小学校児童クラブ

浅野　直子 議員

　▲ あけの平北入り口
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答 問
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
防
犯
と
交
通
安
全
強
化

答 問
早
急
に
進
め
て
い
ま
す

市
道
穀
田
線
の
歩
道
整
備
を

　
市
道
穀
田
線
は
、
穀
田
地

区
の
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
で

し
た
が
、
今
は
富
谷
高
校
生

徒
達
の
通
学
路
、
ま
た
、
北

部
工
業
団
地
等
へ
の
通
勤
道

路
と
な
っ
て
い
て
、
通
行
車

両
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
道
穀
田
線
は
、
旧
国
道

４
号
線
へ
の
接
続
に
向
け
て
、

市
道
穀
田
三
ノ
関
線
道
路
改

良
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

全
線
開
通
の
前
に
穀
田
地
区

の
未
整
備
区
間
の
歩
道
整
備

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
住
民
と
車
両
運
転
者

の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た

　
交
通
安
全
対
策
の
充
実
と

強
化
が
、
防
犯
上
も
重
要
で

あ
り
事
件
や
事
故
か
ら
子
ど

も
を
守
り
、
安
全
で
安
心
な

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
幅

広
い
見
守
り
体
制
の
強
化
と
、

な
り
手
不
足
の
解
消
へ
の
取

組
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
質

問
し
ま
す
。

　
　
防
犯
意
識
の
啓
発
に
向

け
た
取
組
状
況
は
。

　
　
防
犯
協
会
か
ら
小
学
児

童
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配

布
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

車
で
の
協
会
や
市
職
員
に
よ

る
下
校
時
を
中
心
と
し
た
巡

回
を
実
施
し
て
、
防
犯
意
識

の
啓
発
と
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問答

め
質
問
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。
問

　
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
日
の
増
加
や
、

増
員
へ
の
検
討
状
況
は
。

　
　
今
年
度
よ
り
活
動
日
数

を
増
や
し
、
増
員
に
つ
い
て

は
現
行
の
連
携
体
制
を
強
化

し
効
果
的
で
確
実
な
安
全
対

策
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　
　
今
年
度
中
止
と
な
っ
た

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成
講

習
会
」
の
内
容
を
参
加
予
定

問答問

　
　
地
権
者
か
ら
協
力
の
旨

を
い
た
だ
き
、
早
期
の
用
地

取
得
に
取
り
組
み
、
調
い
次

第
着
手
し
ま
す
。

答

者
へ
周
知
し
て
は
。

　
　
見
守
り
人
材
の
確
保
や

警
備
の
質
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
こ
と
な
の
で
、
実
施
に

向
け
調
査
し
ま
す
。

　
　
交
通
指
導
隊
や
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
な
り
手

不
足
解
消
の
た
め
の
方
策
は
。

　
　
行
政
区
長
会
議
等
へ
の

働
き
か
け
や
広
報
等
で
の
周

知
の
強
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

答問答

　
市
道
石
積
線
は
、
利
府
町

に
抜
け
る
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
石
、

西
成
田
方
面
か
ら
と
、
朝
夕

ば
か
り
で
な
く
通
行
車
両
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ
パ
ー

ク
と
み
や
の
整
備
事
業
で
市

営
墓
地
は
令
和
５
年
度
中
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
令
和
６

年
度
の
供
用
開
始
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
営
墓
地
に
は
、
市
外
、

県
外
か
ら
も
お
墓
参
り
の
た

め
来
園
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
も
近
隣

市
町
村
か
ら
、
健
康
と
娯
楽

　
　
富
ケ
丘
公
民
館
の
長
寿

命
化
改
修
の
時
期
は
。

　
　
事
業
費
平
準
化
の
た
め

２
０
２
７
年
度
予
定
で
す
。

　
　
外
壁
塗
装
の

検
討
は
。

　
　
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
適
切

に
進
め
て
い
き
ま

す
。

問答

問答

を
求
め
る
利
用
者
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
石
積
の
皆

さ
ん
か
ら
市
道
の
脇
に
水
田

が
あ
り
通
行
車
両
に
気
を
つ

け
な
が
ら
農
作
業
を
す
る
の

が
大
変
だ
と
い
う
声
が
あ
り

ま
す
。

　
地
域
住
民
と
車
両
運
転
者

の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た

め
質
問
し
ま
す
。

　
　
歩
道
整
備
の
考
え
は
。

　
　
県
道
の
路
線
延
伸
を
要

望
し
、
今
後
、
周
辺
環
境
の

変
化
や
歩
行
者
の
通
行
状
況

等
考
慮
し
検
討
し
ま
す
。

問答

　
　
み
ん
な
の
広
場
の
大
型

遊
具
も
、
都
市
公
園
の
遊
具

の
管
理
と
同
様
に
、
計
画
性

や
早
期
の
交
換
と
検
討
が
必

要
で
は
。

　
　
都
市
公
園
の
計
画
策
定

も
踏
ま
え
、
適
切
な
交
換
時

期
と
更
新
時
期
を
判
断
し
ま

す
。

問答

答 問
県
道
と
し
て
整
備
を
要
望

市
道
石
積
線
の
歩
道
整
備
を

答 問
適
切
な
時
期
に
改
修
を
行
い
ま
す

富
ケ
丘
公
民
館
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　▲ 市道穀田線

長谷川る美 議員

浅野　武志 議員
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答 問
具
体
的
な
検
討
に
入
り
ま
す

奨
学
金
の
改
善
が
必
要
で
は

答 問
納
付
計
画
作
成
等
で
相
談
を
進
め
る

納
付
困
難
者
へ
の
対
策
は

　
今
年
10
月
１
日
よ
り
、
後

期
高
齢
者
の
一
部
の
人
の
医

療
費
窓
口
が
２
倍
に
な
り
ま

す
。

　
物
価
の
高
騰
、
年
金
引
き

下
げ
に
よ
る
高
齢
者
の
負
担

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
対
象
者
数
は
。

　
　
９
月
末
ま
で
に
75
歳
と

な
る
５
０
７
３
人
の
う
ち
１

０
９
３
人
が
２
割
負
担
と
な

る
予
定
で
す
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
滞
納
状
況
と
、
今
後
の

見
通
し
は
。

　
　
７
月
末
で
収
入
未
済
額

は
、
４
８
６
万
５
６
０
６
円
、

滞
納
者
数
36
人
で
す
。

問答問答

　
　
奨
学
金
の
返
還
猶
予
と

未
償
還
額
の
減
免
の
検
討
は
。

　
　
償
還
期
間
の
延
長
な
ど
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
奨
学
金
増
額
の
検
討
は
。

　
　
返
済
負
担
も
考
慮
し
つ

つ
、
増
額
を
検
討
し
ま
す
。

他
の
奨
学
金
の
補
填
の
役
割

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
奨
学
金
返
還
支
援
の
仕

組
み
の
検
討
は
。

　
　
要
件
設
定
な
ど
整
理
分

析
し
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
仙
台
市
で
は
、
支
援
企

業
に
就
職
し
た
場
合
に
３
年

問答問答問答問

　
医
療
費
負
担
の
増
加
や
、

物
価
の
上
昇
な
ど
家
計
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
収
入
未

済
額
、
滞
納
者
数
と
も
に
増

加
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

間
で
54
万
円
の
支
援
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
検
討
は
。

　
　
企
業
誘
致
な
ど
と
連
動

さ
せ
る
議
論
も
始
め
て
い
ま

す
。

答

　
　
保
険
料
納
付
困
難
者
へ

の
相
談
状
況
は
。

　
　
相
談
者
の
生
活
実
態
の

把
握
に
努
め
、
個
々
の
実
情

に
即
し
た
納
付
計
画
の
作
成

等
に
よ
り
相
談
を
進
め
て
い

ま
す
。

問答

　
　
給
付
型
奨
学
金
の
検
討

状
況
は
。

　
　
学
生
が
安
心
し
学
業
に

専
念
で
き
る
環
境
を
支
援
す

る
た
め
、
拡
充
に
向
け
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

　
全
国
的
に
個
人
情
報
の
漏

え
い
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
本
市
の
個
人
情
報
の
漏

え
い
対
策
の
現
状
は
。

　
　
職
員
研
修
に
お
い
て
周

知
を
図
る
こ
と
で

全
庁
的
に
個
人
情

報
の
適
切
な
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
令
和
５
年
４

月
以
降
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
は
。

問答

問

　
　
市
内
事
業
者
へ
の
経
済

的
な
支
援
が
急
務
で
は
。

　
　
本
市
独
自
の
新
た
な
経

済
的
支
援
策
「
原
油
価
格
物

価
高
騰
・
事
業
者
支
援
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
軽

減
策
、
免
除
策
は
。

　
　
金
融
機
関
な
ど
と
情
報

交
換
、
連
携
し
、
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
困
窮
者
支
援
が
必
要
で

は
。

問答問答問

　
　
現
状
の
条
例
で
今
後
も

継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
　
自
衛
隊
に
対
す
る
名
簿

提
供
の
現
状
は
。

　
　
本
市
は
、
名
簿
の
提
出

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
閲
覧

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
閲
覧
、
利
用
後
は
、
破

棄
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
適
正
な
処
理
を
行
う
と

い
う
形
で
依
頼
文
が
き
て
い

ま
す
。
破
棄
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

答問答問答

　
　
国
や
他
自
治
体
の
動
向

を
見
て
、
必
要
な
支
援
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
　
円
安
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
追
加
の
給
付
金
や
、

灯
油
購
入
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
の
検
討
は
。

　
　
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

参
考
に
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
原
油
高
、
物

価
高
騰
が
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
国
、
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
市
と
し
て
で
き

る
最
大
限
の
支
援
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答問答

答 問
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
ま
す

本
市
の
個
人
情
報
漏
え
い
対
策
は

答 問
市
と
し
て
最
大
限
努
め
ま
す

物
価
高
対
策
が
急
務
で
は

藤原　　峻 議員

渡邊　清美 議員
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答 問
ア
ク
セ
ス
整
備
は
、
し
っ
か
り
取
り
組
む

病
院
誘
致
で
ど
う
変
わ
る
明
石
台
地
区

答 問
複
合
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
る

図
書
館
単
独
事
業
に
計
画
変
更
を

　
今
後
、
地
下
鉄
延
伸
、
病

院
誘
致
に
伴
う
巨
額
の
支
出

が
見
込
ま
れ
る
中
、
複
合
施

設
整
備
を
見
直
し
、
図
書
館

単
独
事
業
へ
の
大
胆
な
決
断

が
必
要
で
す
。

　
大
清
水
市
有
地
は
、
本
市

の
南
部
の
核
と
な
る
文
化
、

賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
発
展

拡
大
が
期
待
で
き
る
立
地
環

境
に
あ
り
ま
す
。
複
合
施
設

整
備
の
見
直
し
に
よ
り
、
子

育
て
世
帯
へ
の
財
政
支
出
や

福
祉
施
策
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　
今
、
県
が
主
導
す
る
仙
台

医
療
圏
４
病
院
の
再
編
構
想

の
中
、
富
谷
市
と
名
取
市
が

候
補
地
の
提
案
を
し
た
こ
と

に
よ
り
、
大
き
く
前
進
し
、

富
谷
市
民
は
も
と
よ
り
、
黒

川
地
域
の
期
待
も
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。
県
で
は
、

本
年
度
内
の
基
本
合
意
を
目

指
す
と
の
事
で
す
が
、
し
か

し
そ
の
反
面
、
再
編
構
想
に

対
し
、
赤
十
字
、
労
災
両
病

院
の
周
辺
住
民
や
医
療
福
祉

関
係
者
を
中
心
に
、
現
地
存

続
を
求
め
る
声
も
あ
が
っ
て

お
り
、
今
後
も
今
ま
で
以
上

　
　
立
地
見
直
し
を
検
討
す

る
考
え
は
。

　
　
渋
滞
問
題
を
抱
え
る
大

清
水
市
有
地
は
適
地
で
な
い

で
す
。

　
　
小
中
学
校
の
保
護
者
負

問答問

に
慎
重
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
病
院
用
地
は
、
確
実
に

取
得
で
き
る
の
で
す
か
。

　
　
地
権
者
全
員
の
了
承
を

得
て
い
ま
す
。

　
　
土
地
の
無
償
提
供
の
考

え
方
は
。

　
　
医
療
施
設
の
充
実
を
求

め
る
声
が
強
く
、
移
転
し
や

す
い
環
境
に
す
る
た
め
で
す
。

　
　
病
院
へ
の
通
院
、
通
勤

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
考
え
は
。

　
　
宮
城
交
通
に
対
し
、
病

問答問答問答

担
の
給
食
費
を
無
料
に
す
る

考
え
は
。

　
　
一
部
無
料
化
等
を
含
め

た
独
自
支
援
策
と
し
て
、
検

討
し
ま
す
が
、
完
全
無
償
化

に
向
け
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答

院
へ
の
直
行
便
の
新
設
や
増

便
、
市
民
バ
ス
の
延
長
、
泉

中
央
駅
と
病
院
を
つ
な
ぐ
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
明
石
台
地

区
ま
で
の
地
下
鉄
整
備
な
ど
、

県
へ
の
要
望
活
動
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
病
院
移
転
に
伴
い
、
明

石
台
と
泉
松
陵
を
つ
な
ぐ
宮

沢
根
白
石
線
の
道
路
整
備
の

考
え
は
。

　
　
大
変
必
要
な
道
路
で
、

整
備
促
進
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

　
新
病
院
の
本
市
へ
の
移
転

を
市
民
は
望
ん
で
は
い
る
も

の
の
、
病
院
誘
致
に
伴
う
当

初
の
財
政
負
担
の
大
き
さ
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
等
に
及
ぼ
す

影
響
等
、
市
民
へ
の
説
明
や

合
意
形
成
が
必
要
で
す
。

　
　
病
院
の
本
市
へ
の
移
転

に
伴
い
、
本
市
の
支
援
策
は
。

　
　

土
地
の
無
償
貸
与
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
、
開
院

後
一
定
期
間
の
運
営
費
支
援

等
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
へ
の
説
明
時
期
と

説
明
内
容
は
。

問答問

　
　
市
内
47
町
内
会
で
、
避

難
所
に
な
ら
な
い
の
は
、
１

カ
所
だ
け
な
の
で
、
三
ノ
関

の
皆
さ
ん
が
災
害
時
に
安
心

で
き
る
会
館
に
早
急
に
考
え

て
い
た
だ
け
な
い
か
。

問

　
　
合
意
形
成
が
得
ら
れ
た

後
、
病
院
設
置
者
が
主
催
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
支
援
内
容
を
病
院
に
提

示
し
た
の
は
６
月
17
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
内
部
協
議
の
構
成
員
は
。

　
　
５
人
は
い
た
か
と
思
い

ま
す
。

　
　
病
院
立
地
に
あ
た
り
、

宮
沢
根
白
石
線
の
整
備
は
。

　
　
立
地
決
定
に
よ
り
要
望

活
動
を
強
化
し
ま
す
。

答問答問答問答

　
　
早
急
に
対
策
を
取
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
認
識
は
議
員

と
同
じ
で
、
今
、
町
内
会
さ

ん
に
意
向
を
伺
い
な
が
ら
進

め
る
ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

答 問
土
地
の
無
償
貸
与
、
運
営
費
支
援
検
討

病
院
立
地
に
伴
う
本
市
の
支
援
策
は

答 問
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す

避
難
所
に
な
ら
な
い
三
ノ
関
会
館

若生　英俊 議員

髙橋　正俊 議員
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答 問
ニ
ー
ズ
等
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る

図
書
館
へ
の
電
子
図
書
館
の
併
設
は

答 問
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
問
う

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て

の
本
市
の
考
え
方
は
。

　
　
国
や
県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
先

進
事
例
や
有
用
性
な
ど
の
把

握
に
努
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
活
用
に
向
け
、
検

討
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
は
。

　
　
今
後
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
立
ち
上
げ
や
地
域
移
行
と

の
関
わ
り
を
含
め
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

中
に
は
デ
ジ
タ
ル
を
得
意
と

問答問答問

　
富
谷
市
民
図
書
館
等
複
合

施
設
整
備
を
質
問
し
ま
す
。

　
　
電
子
図
書
館
の
併
設
は
。

　
　
シ
ス
テ
ム
費
用
や
電
子

書
籍
の
費
用
等
が
あ
り
、
市

民
ニ
ー
ズ
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
行
政
資
料
や
富
谷
町
誌

等
の
電
子
化
が
必
要
で
は
。

　
　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
中
学
校
の
副
読
本
の

増
刷
で
、
５
年
間
で
約
１
５

０
０
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

電
子
化
を
行
え
ば
、
こ
れ
ほ

ど
の
費
用
が
か
か
ら
ず
に
済

む
の
で
は
。

問答問答問

し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
い
る

と
聞
き
ま
す
。
自
分
の
居
場

所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確

立
で
き
る
効
果
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
教
育
分
野
に
お
け
る
効

果
性
な
ど
に
つ
い
て
、
先
例

の
分
析
等
を
行
い
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
腕
や
指
先
を
使
う
こ
と

で
、
リ
ハ
ビ
リ
や
身
体
の
不

自
由
な
方
へ
の
活
用
も
期
待

で
き
る
の
で
は
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
全
て
の

人
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

答問答

　
　
協
議
段
階
で
す
が
、
副

読
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
対
面
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
は
。

　
　
Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
具

体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
民
協
働
に
よ
る
図
書

館
運
営
で
の
市
民
へ
の
研
修

会
等
の
実
施
と
、
富
谷
高
等

学
校
の
生
徒
と
の
協
働
の
場

を
設
け
る
こ
と
は
。

　
　
市
民
向
け
の
説
明
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
、
幅
広
い

年
齢
層
の
市
民
の
方
の
参
加

を
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
を

含
め
、
広
報
を
積
極
的
に
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
進
捗
に
合
わ

せ
、
図
書
館
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
市
民
協
働
の
取
組
の

た
め
の
企
画
も
検
討
し
ま
す
。

答問答問答

ル
競
技
へ
の
手
が
か
り
と
な

り
、
共
生
社
会
へ
の
大
き
な

可
能
性
を
見
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
し
て
お
り
、

今
後
、
先
進
的
な
事
例
を
参

考
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
認
知
機
能
の

維
持
や
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
が
。

　
　
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
の
効
果
等
を
確
認

し
な
が
ら
、
取
り
組
み
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問答

　
　
市
民
協
働
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
併
設
は
。

　
　
図
書
館
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
図
書
館
友
の
会
な
ど
の
活

動
ス
ペ
ー
ス
は
想
定
し
て
い

ま
す
が
、
一
般
的
な
市
民
協

働
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
機
能
は
複
合
施
設
の
計

画
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
基
本
設
計
等
の
過
程
で
、

そ
う
し
た
機
能
を
盛
り
込
む

こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
含

め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
の
児
童
屋
内
遊
戯

施
設
の
利
用
料
の
低
額
化
は
。

　
　
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
身
体
障
が
い
者
用
駐
車

場
の
屋
根
設
置
は
。

　
　
基
本
設
計
の
中
で
具
体

的
に
検
討
し
ま
す
。

問答問答問答

　
　
Ａ
・
Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

状
態
が
非
常
に
悪
い
こ
と
に

関
し
て
の
認
識
は
。

　
　
改
め
て
点
検
し
な
が
ら

今
後
の
修
繕
、
暗
渠
自
体
を

含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　
高
校
野
球
（
硬
式
）
の

で
き
る
整
備
は
。

　
　
面
積
の
確
保
や
安
全
対

策
な
ど
総
合
運
動
公
園
へ
の

設
置
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問答

答 問
緊
急
の
際
、
そ
の
都
度
対
応
し
ま
す

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を

　▲ 総合運動公園グラウンド

　▲ 成田公民館

畑山　和晴 議員

安住　稔幸 議員
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答 問
明
石
台
地
区
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置

通
学
路
の
安
全
ど
う
守
る

　
こ
れ
ま
で
、
登
下
校
中
に

通
学
路
で
死
亡
事
故
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
、
信
号
待
ち
を

し
て
い
た
保
育
園
児
に
車
が

突
っ
込
み
、
園
児
２
人
死
亡
、

14
人
が
重
軽
傷
を
負
う
事
故

が
大
津
市
で
発
生
し
、「
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
が
あ
れ
ば
命
が
守

ら
れ
た
の
で
は
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
明
石
台
三
丁
目
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
付
近
の
交
差
点
に
は

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が
無
く
、
通

学
路
の
危
険
箇
所
で
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
、
通
学
路

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
危
険
箇
所
は
、

対
策
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
公

表
し
、
地
域
住
民
か
ら
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
通
学
路
合
同
点
検
は
４

年
に
１
回
と
し
て
い
ま
す
が
、

実
施
状
況
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
と
い
う
重
要
性
か
ら
、
毎

年
、
全
小
学
校
区
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
明
石
台
三
丁
目
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
付
近
の
交
差
点
に
、

児
童
を
守
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

が
必
要
で
は
。

　
　
児
童
等
の
安
全
対
策
上
、

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
合
同
点
検
結
果
の
公
表

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
地
域
住
民
に
も
広
く
周

知
し
、
認
識
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
で
き
る
限

り
公
表
で
き
る
よ
う
取
り
組

問答問答問答

み
ま
す
。

　
　
明
石
台
東
公
園
前
交
差

点
は
、
朝
の
通
学
時
に
車
が

渋
滞
す
る
と
い
う
住
民
の
声

が
あ
り
ま
す
。
通
学
ル
ー
ト

変
更
の
考
え
は
。

　
　
今
後
の
交
通
量
増
加
等

を
注
視
し
、
柔
軟
に
対
応
し

ま
す
。

　
　
成
田
東
小
学
校
前
は
交

通
量
が
多
く
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
設
置
が
必
要
で
は
。

　
　
今
年
度
の
合
同
点
検
時

に
改
め
て
現
場
を
検
証
し
、

設
置
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
明
石
台
へ
の
病
院
誘
致

に
伴
う
道
路
整
備
の
考
え
は
。

　
　
誘
致
決
定
後
、
市
民
の

安
心
安
全
を
守
る
対
策
等
を

検
討
し
ま
す
。

問答問答問答

意 見 書
生産資材価格高騰対策等に関する緊急要請を
求める意見書
　近年の肥料・飼料・燃油など生産資材価格の高騰等によ
り、農業の生産現場では多くの生産者が厳しい経営状況に
苦しんでおります。特に、今後見込まれている秋以降の肥
料価格の水準は、生産者の経営能力で克服できる限界を超
え、ウクライナ情勢等が加わったことで、そのリスクはさ
らに深刻化・長期化する懸念があります。
　このままでは、農家経営が存続の危機に陥り、農業の生
産基盤および食料の安定供給に支障をきたす恐れがあるこ
とに加え、将来を見据えた食料安全保障の観点からも生産
価格高騰に対する支援が急務であります。
　つきましては、生産現場が置かれているこの厳しい状況
を鑑み、地域農業の維持・発展のために、下記事項につい
て、要請いたします。

記
１�．食料安全保障の強化の観点から、生産資材全般の安定
供給の確保と価格の安定化に向け、備蓄も組み合わせた
供給体制の確立と万全な予算確保を図ること。
　�　特に、創設に向けて現在、検討している肥料高騰対策
については、急激な価格高騰に対応しうる十分な予算規
模と多くの生産者が使いやすい事業とすること。
２�．国産農畜産物の再生産への適切な価格形成の実現に向
けた仕組みの構築と国民への理解醸成を図ること。
提出先　内閣総理大臣ほか　� 富谷市議会

請願と陳情の提出方法
　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見
や要望がある場合、請願書や陳情書を提出するこ
とができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が
必要になります。請願書が提出されると、本会議
で議長が所管事項に該当する委員会へ付託し、委
員会で審査した後、本会議で採択か不採択、また
は保留を決定します。その結果は、請願者に通知
されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合
は、執行機関ほか関係機関に処理の経過と結果の
報告を求めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は
不要です。陳情書は議員に配付されます。
請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰ
をご覧ください。

陳 情 書
⃝�来年度（令和５年度）の年金改定では物価の高騰
に見合った年金額引き上げ求める陳情書

全日本年金者組合宮城県本部　
　執行委員長　小山　功

全て議員配付となりました。

　▲ 明石台三丁目付近交差点

塩田　智明 議員
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総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

し ま し たし ま し た
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（７月〜９月実施）

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
移
住・

定
住
が
促
進
さ
れ
好
循
環
と

な
り
、
お
試
し
移
住
体
験

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
利
用
件

数
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
２
年
末
ま
で
合
計
１
７
０

件
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
関
係
人
口
」
増
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
「
お
て
つ
た

び
＠
栗
原
プ
ラ
ン
」
事
業
を

◎
調
査
日　
７
月
25
日

　
空
き
家
の
活
用
で
は
、
市

独
自
に
実
施
し
て
い
る
「
住

ま
い
る
栗
原
ホ
ー
ム
リ
サ
ー

チ
事
業
（
空
き
家
バ
ン
ク
）」

制
度
で
平
成
25
年
度
以
降
、

合
計
59
件
の
契
約
が
成
立
し

ま
し
た
。

　
移
住
・
定
住
促
進
で
は
、

市
民
・
地
域
・
行
政
が
程
よ

い
距
離
感
を
保
っ
て
活
動
し

実
施
し
て
お
り
、
都
市
部
の

大
学
生
は
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
再
来
訪
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
が
相
乗
効
果
を

発
揮
し
て
の
成
果
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
対
処
療

法
的
な
施
策
の
み
な
ら
ず
、

将
来
を
見
据
え
た
積
極
的
な

施
策
の
推
進
を
求
め
ま
す
。

各種施策で
相乗効果を発揮

調査先：栗原市

空き家を活用した
移住・定住促進について

総
務
常
任
委
員
会
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政務活動費の収支を報告します

等
を
利
用
し
て
お
り
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
や
県
の

支
援
が
あ
り
、
農
家
単
独
出

資
で
は
採
算
面
か
ら
難
し
く
、

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
新

し
い
農
業
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
も
の
で
し
た
。

で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
栽
培
し
て
い
る
パ
プ
リ
カ

と
ト
マ
ト
に
は
、
膨
大
な
水

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
雨

水
を
集
め
濾
過
し
、
不
純
物

を
取
り
除
き
利
用
さ
れ
て
お

り
、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
暖
房
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
と
地
中
熱

◎
調
査
日　
７
月
29
日

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の

被
害
を
受
け
た
石
巻
市
大
川

地
区
の
地
元
被
災
農
家
が
中

心
と
な
り
、
復
興
事
業
の
一

環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
農
業

法
人
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
２
．４
ha
も
の
土

地
に
、
パ
プ
リ
カ
と
ト
マ
ト

を
オ
ラ
ン
ダ
式
大
規
模
園
芸

施
設
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
年

間
を
通
じ
生
産
か
ら
出
荷
ま

ＩＴや再エネを使った
新しい農業の可能性

調査先：株式会社デ・リーフデ大川

都市近郊型園芸農業の現状と
戦略について

○会派等別収支内訳
　（単位：円）

会派名（人数） 申請額 支出額 戻　入

公明党� （２人） 360,000 0 360,000

日本共産党� （２人） 360,000 58,850 301,150

新星とみや� （５人） 900,000 11,906 888,094

とみや自由市民の声�（２人） 420,000 0 420,000

議員� （６人） 1,020,000 155,540 864,460

計（17人） 3,060,000 226,296 2,833,704

※政務活動費（一人当たり上限月額15,000円）実支出
※令和３年８月より｢とみや自由市民の声｣の会派人数は２人
※未申請者１人

○使途別内訳
（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

研修費
68.7%

資料購入費
31.3% 
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令和４年８月25日（木）
（１）提出予定議案等に関する案件
　①�令和４年度富谷市一般会計補正予算（第５号）
　②�令和４年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　③�令和４年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）
　④�令和４年度富谷市下水道事業会計補正予算（第２号）
　⑤�和解について
　⑥��和解について
　⑦�専決処分の承認を求めることについて
　　（令和４年度富谷市一般会計補正予算（第４号））
　⑧�人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
（２）その他
　①�常任委員会における県外視察について
　②�一般質問における質問及び答弁時間について
　③�決算審査特別委員会正副委員長の互選について
　④�諮問案件の表決の確認について
　⑤�生産資材価格高騰対策等に関する緊急要請に伴う発議について
　⑥��新個人情報保護法施行に伴う議会の個人情報保護の対応について

令和４年９月13日（火）
（１）追加提出予定議案等に関する案件
　①�令和４年度富谷市一般会計補正予算（第６号）
（２）その他

　令和４年８月19日、公益
社団法人富谷市シルバー人材
センターの鈴木理事長から議
長に、地域社会に貢献するシ
ルバー人材センターの決意と
支援の要望が提出されました。
　内容は、地域社会の発展と、
就業意欲のある高齢者の受け
皿としての決意とともに、事
業推進に係る補助金や事業発
注の確保、令和５年10月に
導入予定のインボイス制度に
ついて、安定的な事業運営が
可能となる措置等を要望する
ものです。

議員全員協議会を開催しました

https://tomiya-city.
stream.jfit.co.jp 詳しくは議会事務局へ

お問い合わせください。

富谷市議会録画配信URL

富谷市議会インターネット 検索 TEL 022-358-0622

次回の定例会は
12月上旬開会予定です。

　
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
開

か
れ
た
議
会
、
市
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を

目
指
し
、
調
査
を
し
ま
す
。

７
月
14
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
】

・ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修

（
講
師
：
株
式
会
社
ド

コ
モ
Ｃ
Ｓ
東
北
）

・
そ
の
他

８
月
25
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
】

・ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ

い
て

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
そ
の
他

８
月
25
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
小
委

員
会
】

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
そ
の
他

９
月
１
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
】

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
そ
の
他

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
市
長
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

木も
く
ろ
じ

欒
子　
一
徳
さ
ん

（
ひ
よ
り
台
）

人 

事
議
会
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会

富谷市シルバー
人材センターから

支援の要望
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＜表紙紹介＞

収穫の時
　二ノ関の田園風景は、実りの秋を
象徴する場所の一つです。近くで稲
刈りする農家さんの姿は、収穫の喜
びをかみしめているようでした。

は
、
５
年
度
に
市
営
墓
地
、

６
年
度
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

そ
し
て
７
年
度
に
は
図
書
館

等
の
複
合
施
設
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
、
総
合
病
院
の
誘

致
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
ま
た

一
歩
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち

に
近
づ
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
長　

安
住　
稔
幸

　
令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
市
民
生
活
を
守
る
た
め

の
市
独
自
の
施
策
や
、「
と

み
や
ど
」
の
オ
ー
プ
ン
等
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

は
も
と
よ
り
、
不
登
校
特
例

校
西
成
田
教
室
の
設
置
等
の

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
各
種
事
業
計
画
で

場広のなんみ

　黒川地区交通安全協会成
田支部は、2005年に設立
され黒川地区内21支部、
富谷市内９支部ある中、一
番若い支部で今年で18年目を迎えます。
　主に成田地区内の地域の皆様、大和署、富谷市、学校関係、地区内
の企業様他のご協力を頂きながら、住民のみならず通行する全ての
方々に交通安全啓蒙活動を行っております。設立以来、関係者皆様の
ご協力を頂き、毎月第１第３月曜日（変更日あり）に各ポイントでの
通学する児童生徒を見守りながら立哨活動を続けており、安全な成田
を作っていきたいと邁進しております。
　成田ができて30年ほどになります。通過する車も人も多くなって
きました。ここ数年はコロナ禍で活動にも制限がありますが、交通状
況は変わりありません。一つでも交通事故のないように啓蒙活動を続
けていきますのでこれからもご協力の程よろしくお願いいたします。

黒川地区交通安全協会　
成田支部
阿部　敏征さん

安全な成田は
地域の皆さまと

　
「
美
し
い
水
と
緑
」

に
囲
ま
れ
た
団
地
の

中
に
あ
る
当
保
育
所

で
は
、
入
所
し
て
い

る
０
～
５
歳
児
、
そ

し
て
一
時
保
育
を
利

用
し
て
い
る
お
子
さ

ん
が
元
気
い
っ
ぱ
い

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
天
気
が
よ
い
日
に

は
所
庭
で
の
び
の
び

と
体
を
動
か
し
た
り
、

畑
で
野
菜
の
苗
を
世

話
し
な
が
ら
虫
や
花

を
探
す
な
ど
、
五
感
を
使
っ

て
季
節
ご
と
の
身
近
な
自
然

に
親
し
み
、
美
し
さ
や
面
白

さ
を
味
わ
い
な
が
ら
遊
ん
で

い
ま
す
。

　
年
齢
ご
と
の
ク
ラ
ス
活
動

で
は
、
発
達
に
あ
っ
た
遊
び

の
経
験
が
で
き
る
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
４
・
５
歳

児
ク
ラ
ス
で
は
ク
ッ
キ
ン
グ

保
育
も
行
っ
て
お
り
、
現
在

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
配
慮
し

た
簡
易
的
な
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、「
自
分

で
つ
く
っ
た
」
達
成
感
が
加

わ
り
お
い
し
さ
も
格
別
な
も

の
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
思
い
に
寄
り
添
い
、
表
現

を
大
事
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

保
護
者
の
皆
様
と
共
に
未
来

を
つ
く
り
出
す
力
の
芽
生
え

や
育
み
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

未来へはばたけ とみやっ子 成田保育所

編
集
後
記
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